産業廃棄物処理業「中間処理職種/操業職務」


【概要】
自社のプラント機器類のメカニズムを理解して、機器を適確に操作し、廃棄物を適切に処理する職務。

【仕事の内容】

施設に搬入された廃棄物を処理するための前処理や選別を行うとともに、実際の処理プラントを管理・運転する仕事である。実務者においては、自社プラントに関する操作技術等を習得する必要があるとともに、廃棄物処理法や取り扱う廃棄物の性状等に関する深い知識が求められる。
【求められる知識・経験】

（１）廃棄物の特性や危険性を理解し、選別や機器による処理にあたり、危険がないかどうか判断できる知識と経験が必要となる。

（２）プラント機器の機構やメンテナンス等操作上の知識も必要となる。

（３） 処理の状況に関する記録や報告を適切に行うことも求められており、同僚や上司と、報告・連絡・相談できる能力も求められている。

（４）トラブルを防止し、未然にその兆候をとらえるため、危険や事故の事例や防止に関する知識が必要である。

（５）廃棄物処理法における廃棄物の定義、業の許可、適正処理、排出者責任等の知識が求められる。

【関連する資格・検定等】

・危険物取扱者甲種［国家資格：総務省、実施機関：(財)消防試験研究センター］

・危険物取扱者乙種［国家資格：総務省、実施機関：(財)消防試験研究センター］

・公害防止管理者［国家資格：経済産業省、実施機関：(社)産業環境管理協会公害防止管理者試験センター］

・産業廃棄物中間処理施設技術管理者［実施機関：財団法人日本環境衛生センター］

【平成１１年改定・労働省職業分類（小分類）との対応】

071　その他の技術者（071-99 廃棄物処理施設技術管理者）

801　清掃員（801-21 廃棄物処理作業員）


